
平成28年度診療報酬改定

診療情報提供書等の電子的な

送受に関する評価

【診療情報提供料（I）検査・画像情報提供加算】
と

【電子的診療情報評価料】

ORCAプロジェクト
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2中医協H27.07.22 ＩＣＴを活用した医療情報の共有の評価の在り方についてより



312/11 中医協個別改定項目６ より

●現在、署名・捺印が求められている診療情報提供書、訪問看護指示書・訪問
看護計画書・訪問看護報告書、服薬情報等提供文書について、電子的に署名
を行い、安全性を確保した上で電子的に送受した場合にも算定可能とする。

●診療情報提供書への検査結果・画像情報等の添付について、電子的に送
受・共有する場合についても評価する。
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平成28年2月10日 中医協 答申
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基本的な考え方

現在、署名又は記名・押印が求められている診療情報
提供書、訪問看護指示書及び服薬情報等提供文書等
について、電子的に署名を行い、安全性を確保した上
で電子的に送受した場合にも算定可能とする。

診療情報提供書への検査結果・画像情報等の添付に
ついて、電子的に送受・共有する場合についても評価
する。

5

今までも法的には問題なく、算定できていた。
今回、点数表に明記されることになった。



具体的な内容

 電子的方法によって、個々の患者の診療に関する情報等を他の

保険医療機関等に提供する場合は、厚生労働省「医療情報シス

テムの安全管理に関するガイドライン」（平成25年10月）を遵守し、

安全な通信環境を確保する。

 署名又は記名・押印を要する文書については、電子的な署名を

含む。その場合、厚生労働省の定める準拠性監査基準を満たす

保健医療福祉分野の公開鍵基盤（HPKI：Healthcare Public Key 

Infrastructure）による電子署名を施すこと。
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「医師資格証」を用いて「タイムスタンプ付き電子署名」を付与



「6.12章 法令で定められた記名・押印を電子署名で行うことについて」
医療情報システムの安全管理に関するガイドライン４．２版より

※ 医療分野の情報化の推進について http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/johoka/

平成２５年１０月公開

要約

（1）厚生労働省の定める準拠性監査基準を満たす保健医療福祉分野PKI認証局もしくは認定特定認証事業者

等の発行する電子証明書を用いて電子署名を施すこと

（2）電子署名を含む文書全体にタイムスタンプ（医師資格証に付属）を付与すること。

（3）上記タイムスタンプを付与する時点で有効な電子証明書を用いること。
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診療情報提供料（I）
検査・画像情報提供加算
電子的診療情報評価料

について
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検査・画像情報提供加算
と電子的診療情報評価料

検査・画像情報提供加算

紹介状を送る医療機関で算定

電子的診療情報評価料

紹介状を受け取る医療機関で算定

地域医療連携システムが構築されており、それ
に参加している医療機関

セキュアな回線（閉域ネットワーク等）で電子文
書が送受出来る環境が構築されている場合
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診療情報提供料（I）
検査・画像情報提供加算の新設

 厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方
厚生局長等に届け出た保険医療機関が、患者の紹介を行う際に
、検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容、
退院時要約等の診療記録のうち主要なものについて、他の保険
医療機関に対し、電子的方法により閲覧可能な形式で提供した
場合又は電子的に送受される診療情報提供書に添付した場合
に、検査・画像情報提供加算として、次に掲げる点数をそれぞれ
所定点数に加算する。

 イ 退院する患者について、当該患者の退院日の属する月又はそ
の翌月に、必要な情報を提供した場合 200点
 ただし、イについては、注７に規定する加算（退院時診療情報添付加算：

200点）を算定した場合は算定不可。

 ロ 入院中の患者以外の患者について、必要な情報を提供した場
合 30点
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算定の留意事項

 「注15」に規定する検査・画像情報提供加算は、保険医療機

関が、患者の紹介を行う際に、検査結果、画像情報、画像診
断の所見、投薬内容、注射内容及び退院時要約等の診療
記録のうち主要なもの（少なくとも検査結果及び画像情報を
含むものに限る。画像診断の所見を含むことが望ましい。ま
た、イについては、平成３０年４月以降は、退院時要約を含
むものに限る。）について、①医療機関間で電子的に医療情
報を共有するネットワークを通じ他の保険医療機関に常時
閲覧可能なよう提供した場合、又は②電子的に送受される
診療情報提供書に添付した場合に加算する。なお、多数の
検査結果及び画像情報等を提供する場合には、どの検査結
果及び画像情報等が主要なものであるかを併せて情報提供
することが望ましい。
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算定の留意事項 ①

 ①医療機関間で電子的に医療情報を共有するネットワー
クを通じ他の保険医療機関に常時閲覧可能なよう提供し
た場合・・・・

 指定された項目（検査結果、画像情報、画像診断の所見
、投薬内容、注射内容及び退院時要約等の診療記録のう
ち主要なもの）を「地域医療連携システム」に公開した
場合、紹介状は、紙で交付しても良い。
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多数の検査結果及び画像情報等を提供する場合には、どの検
査結果及び画像情報等が主要なものであるかを併せて情報提
供することが望ましい。

とあることから、紹介状を受け取った先生方に、情報の見落としが無いよう

に、どの情報が主要なものとなるかを明確に記載する必要がある。
※ 本資料 P27参照

ただし、なお書きとして



算定の留意事項 ②

 ②電子的に送受される診療情報提供書に添付した場合

 指定された項目（検査結果、画像情報、画像診断の所見
、投薬内容、注射内容及び退院時要約等の診療記録のう
ち主要なもの）を紹介状に「貼り付け」またはファイル
添付したものに、「医師資格証」を用いてタイムスタン
プ付き電子署名を付与する事が必須
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MI_CANサンプルのＴＹＰＥ Ａ・Ｂを参照
※ 本資料 P22～P26



電子的診療情報評価料の新設

 （新）電子的診療情報評価料 30点
 厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に

届け出た保険医療機関が、別の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受
けた患者に係る検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容、
退院時要約等の診療記録のうち主要なものについて、電子的方法により閲覧又
は受信し、当該患者の診療に活用した場合に算定する。

 算定の留意事項
（１） 電子的診療情報評価料は、別の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患者について、

同時に電子的方法により提供された検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容及び
退院時要約等のうち主要なものを電子的方法により閲覧又は受信し、当該検査結果等を診療に活用す
ることによって、質の高い診療が効率的に行われることを評価するものである。

（２）保険医療機関が、他の保険医療機関から診療情報提供書の提供を受けた患者について、検査結果、
画像情報、画像診断の所見、投薬内容、注射内容及び退院時要約等のうち主要なもの（少なくとも検査
結果及び画像情報を含む場合に限る。）を①医療機関間で電子的に医療情報を共有するネットワークを
通じ閲覧、又は②電子的に送付された診療情報提供書と併せて受信し、当該検査結果や画像を評価し
て診療に活用した場合に算定する。その際、検査結果や画像の評価の要点を診療録に記載する。

（３）電子的診療情報評価料は、提供された情報が当該保険医療機関の依頼に基づくものであった場合は、
算定できない。

（４）検査結果や画像情報の電子的な方法による閲覧等の回数にかかわらず、区分番号「Ｂ００９」に掲げる
診療情報提供料（Ⅰ）を算定する他の保険医療機関からの１回の診療情報提供に対し、１回に限り算定
する。 14



算定の留意事項

①医療機関間で電子的に医療情報を共有するネット
ワークを通じ閲覧

電子的に作成された診療情報提供書を安全な通信環境が
確保された環境で受け取り、または、従来通りの紙の診療
情報提供書を受け取り、安全な通信環境が確保された地域
医療システムで、当該検査結果や画像等のデータを診療に
活用した場合。

②電子的に送付された診療情報提供書と併せて受信

 「ＴＹＰＥＡ」「ＴＹＰＥＢ」で、電子的に作成された診療情報提
供書を、安全な通信環境が確保された状態で受け取り、診
療情報提供書に埋め込まれた、あるいは添付された、当該
検査結果や画像等のデータを診療に活用した場合。

カルテ記載を忘れないように！！
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対象となる診療情報提供書の様式

16

別紙様式11 診療情報提供書 医師→医師

別紙様式12 診療情報提供書 医師→市町村宛

別紙様式12の2 診療情報提供書 医師→市町村宛：18歳未満・子 市町村福祉

別紙様式12の3 診療情報提供書 医師→市町村宛：18歳未満・親 市町村福祉

別紙様式12の4 診療情報提供書 医師→指定居宅介護支援事業所等向

別紙様式13 診療情報提供書 医師→介護老人保健施設

別紙様式16 訪問看護指示書・在宅患者訪問点滴注射指示書

別紙様式17 精神科訪問看護指示書・在宅患者訪問点滴注射指示書

別紙様式17の2 精神科特別訪問看護指示書・在宅患者訪問点滴注射指示書

別紙様式18 特別訪問看護指示書・在宅患者訪問点滴注射指示書

みかん

み
か
ん
＋
す
ご
い
位
置
合
わ
せ

医見書

MI_CAN

現状診療情報提供書として公開されている様式



診療情報提供料（I）

検査・画像情報提供加算

電子的診療情報評価料

を算定するためには？
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加算を算定するためには？
診療情報提供料（Ⅰ）検査・画像情報提供加算３０点

届け出が必要です。

診療情報提供書を電子的に発行する場合は
医師資格証は必須

電子診療情報提供書を作成（従来通り紙で発行）。

投薬情報・検査結果・画像を安全な通信環境を確保し「地域
医療連携システム」にアップロードし閲覧可能にする。

投薬情報・検査結果・画像を診療情報提供書に「貼り付け」
または「添付」した電子紹介状を作成。

診療情報提供書を電子的に発行する場合は、医師資格証を
用いて「タイムスタンプ付き電子署名」を付与。

安全な通信環境を確保した上で送付。
18

または



評価料を算定するためには？１
電子的診療情報評価料 ３０点

電子的に発行された診療情報提供書の場合
届け出が必要です。

電子的に発行された診療情報提供書を受け取る場
合には署名検証ソフトが必要

「タイムスタンプ付き電子署名が付与された電子診
療情報提供書」を、安全な通信環境が確保された
上で、受け取る。

「署名検証ソフト」を用いて署名を確認する。

電子診療情報提供書に「貼り付け」または「添付」ま
たは「地域医療連携システムにアップロード」された
検査結果・画像等を診療に活用。

算定の際は、検査結果や画像の評価の要点を診
療録に記載する。 19



評価料を算定するためには？２
電子的診療情報評価料 ３０点

紙で発行された診療情報提供書の場合

届け出が必要です。

算定する医療機関が地域医療連携システムに参加
していることが必要

紙で発行された診療情報提供書を受け取る。
「タイムスタンプ付き電子署名が付与された電子診療情
報提供書」を、受け取る。

紙で発行された診療情報提供書に関連した投薬情
報・検査結果・画像等を「地域医療連携システム」で
閲覧し、診療に活用。

算定の際は、検査結果や画像の評価の要点を診
療録に記載する。
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みかんで作成できる

紹介状サンプル

加算の算定の可否

21



ＴＹＰＥ Ａ
（本文＆画像貼り付けパターン P1）

22

画像は必須

画像診断の所見を入力すること

投薬内容・検査結果
は必須

注射もあれば記載。



ＴＹＰＥ Ａ
（画像貼り付けパターン・２Ｐ＆６Ｐ）
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画像診断の所見を入力すること

画像診断の所見を入力すること

画像診断の所見を入力すること



ＴＹＰＥ Ａに付いての算定の可否

 電子的に発行した診療情報提供書に、検査結果、画像情報、
画像診断の所見、投薬内容、注射内容等の診療記録のうち
主要なものを電子的方法により埋め込み （貼り付け）を行い
、タイムスタンプ付き電子署名を付与し、安全な通信環境を確
保した上で紹介先へ送付した場合。（日医ＱＡより）

 前ページ迄のコメント内容を明確に記載すれば算定可。

 画像の解像度は３００dpi以上

保存義務のある記録の電子化には、e 文書法省令に従った内容が「７ 電

子保存の要求事項について」に記載されており、真正性、見読性、保存性
があります。さらに、紙媒体の原本をスキャナで読み取り、電子文書化す
る場合の記載が「９ 診療録をスキャナ等により電子化して保存する場合
について」に記載されています。（ガイドラインＱＡより）
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ＴＹＰＥ Ｂ
（本文＆画像添付パターン）

25



ＴＹＰＥ Ｂに付いての算定の可否

26

電子的に発行した診療情報提供書に、診療記録のうち
主要な、検査結果、画像情報、画像診断の所見、投薬
内容、注射内容等のファイルを電子的方法により添付
した電子紹介状に、タイムスタンプ付き電子署名を付与
し、安全な通信環境を確保した上で紹介先へ送付した
場合。

考え方は「パターン１」と同じ。

画像診断の所見を忘れないように。

画像の解像度は３００dpi以上



その他 （地域医療連携システム導入済み）
に付いての算定の注意事項

27

 診療記録のうち主要な、検査結果、画像情報、画像診断の所見
、投薬内容、注射内容等のデータを、参加している地域医療連携
システムへアップロードし、紹介先からも閲覧可能にした場合。
 画像診断の所見を忘れないように。

 画像の解像度は３００dpi以上

 電子的に発行した診療情報提供書に、タイムスタンプ付き電子署名を付与
し、安全な通信環境を確保した上で送付。

 診療情報提供書は、従来通り紙で出力し、患者さんに交付した場合

または

この場合、情報の見落とし問題が発生し、後々責任を問われる
可能性も有り、診療情報提供書に主要な画像や検査結果の所
見を明確にする必要があります。

※ 本資料P12参照



電子署名を付与するためには

28

必要な機材



電子署名（タイムスタンプ付き）を
付与するためには

必須機材

医師資格証

 ICカードリーダー

SONY RC-S380（非接触ICカードリーダー／ライター）

WindowsＰＣ
署名検証ソフト

インターネット環境

任意

電子署名ソフト「SignedPDF Client ORCA」
日本医師会ORCA管理機構株式会社

電算株式会社

その他（組込み型） 29



30

電子署名付き文書をつくるには？ １
「 Signed PDF Client ORCA 」を使用する場合

【Signed PDF Client ORCA】

Signed PDF
Client ORCA

紹介状

 みかんや医見書と「 Signed PDF Client ORCA 」を組み
合わせれば、ワンタッチで、タイムスタンプ付き電子署
名を付与した電子紹介状が作成できます。

 「日本医師会ORCA管理機構株式会社」でも、３月から
扱えるようになりました。

 「すごい位置合わせPro」も、「 Signed PDF Client 
ORCA 」に対応しているので、「すごい位置合わせPro」
からもタイムスタンプ付き電子署名を付与した電子紹介
状が作成できます。

 付属のランチャー機能を使用すれば、電子カルテや診
療支援ソフトからのＰＤＦ紹介状にタイムスタンプ付き電
子署名を付与出来ます。

MI_CAN

医見書

電
子
カ
ル
テ

診
療
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テ
ム
等
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電子署名文書をつくるには？ ２
「ＡＳＰ署名」を使用する場合

紹介状

MI_CAN

 「医師資格証」とインターネット環境があれば、
新に署名ソフトを購入する必要はありません。

みかんはもとより、お手持ちのソフトウェアで
作成した紹介状をＰＤＦ出力して、「日本医師
会電子認証センター」のWebサイトから、無料

でタイムスタンプ付き電子署名を付与する事
が出来ます。

紹介状

Officeソフト等

電子カルテ
診療支援システム等

ダウンロード



ＡＳＰ電子署名サービス
（日本医師会電子認証センター Webサイト）

32

電子署名ソフトが無くてもＰＤＦ電子文書に、医師資格証を用いて、
タイムスタンプ付き電子署名を付与することが可能です。

（細かな設定は必要になります）



病院等でネット環境が無い場合
病院内ネットワーク管理者

地域医療連携システムの運営母体

地域医療連携システムに電子署名の仕組みを組み込ん
でもらう

ネットワーク設定で、日本医師会電子認証センターが管
理する「タイムスタンプサーバ」へのアクセスを可能にし
てもらう。（ホワイトリストへ追加）

 ドクター端末で電子署名のみを行い、地域医療連
携室等のインターネット環境が整っているＰＣでタイ
ムスタンプを付与する。

次ページ参照

33
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病院での運用イメージ例
（ドクター端末がインターネットに接続できない場合）

地域医療連携室

「電子署名付き電子紹介状」に
「タイムスタンプを付与」して連携先
へ送付

※ 点数算定の出来る電子紹介状には、作成者を示す電子署名とタイムスタンプが付与されていることが必須。

ドクター端末では電子署名のみ付与

タイムスタンプ

電子署名

ドクター端末

院内サーバ

インターネットに接続されたＰＣ



安全な通信環境を確保した上で送付とは？

地域医療連携の仕組みがある場合には、ほぼ問題あ
りません。

念のため運営母体、またはメーカーに確認はとってください。

それが無いところはどうすればよいか？

メール添付の送信は、絶対ダメです！！

ＳＮＳでの送付もだめ？？

文書交換システムサービス（仮）を有償サービスとして
提供予定。

医師資格証をお持ちの方は、最低限の出費で環境を構築
できます。

平成２８年７月より提供開始予定

35※ 詳細は、「医療情報システムの安全管理のガイドライン 4.2（H25.10以降）」を参照願います。



文書交換システムサービス（仮）
について

36

概 略



病院Ａ

クリニックＡ

文
書
交
換
シ
ス
テ
ム

文書交換システム全体図
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自治体

介護事業所Ａ 介護事業所Ｂ

ID・Passでログイン

医師会

医師資格証でログイン

医師資格証でログイン

PKIカードでログイン



自治体
受信ボックス

病院Ａ

クリニックＡ

文書交換システム

病院Ａ
受信ボックス

クリニックＡ
受信ボックス

主治医意見書作成依頼

ダウンロード

主治医意見書作成依頼

ダウンロード

主治医意見書交換

主治医意見書

ダウンロード

着信通知有り

着信通知あり

自治体

38
※ 主治医意見書は「医師資格証」を用いて、タイムスタンプ付き電子署名を付与したもの。

主治医意見書だけではなく、医師医見書および作成請求書も作成可。

着信通知有り



自治体
受信ボックス

病院Ａ

クリニックＡ

文書交換システム

病院Ａ
受信ボックス

クリニックＡ
受信ボックス

介護事業所Ａ
受信ボックス

訪問看護指示書

ダウンロード

訪問看護指示書交換

39

自治体

訪問看護実施報告

ダウンロード

介護事業所Ａ

※ 訪問看護指示書（在宅患者訪問点滴注射指示書）は「医師資格証」を用いて、タイムスタンプ付き電子署名を付与したもの。
実施報告は電子署名無し。

着信通知有り 着信通知有り



病院Ａ

クリニックＡ

文書交換システム

病院Ａ
受信ボックス

クリニックＡ
受信ボックス

ダウンロード

ダウンロード

電子紹介状等の交換
着信通知有り

40
※ タイムスタンプ付き電子署名を付与した電子紹介状は点数算定可。

返書や検査予約票は点数算定不可。

着信通知有り



届け出様式（別添２：表紙）について

41

算定する点数の表題を記入

届け出る厚生局長宛て

各厚生局のWebサイトか
らダウンロードも可能



届け出様式（14-2）について

42

算定する点数に○付けする

イ）は、文書交換システムサービスを利用する場合。

ロ）は、紹介状を紙で運用し、診療データを、地域医療連携システ
ムで閲覧する場合。

イ）は、文書交換システムサービスを利用する場合。
ロ）は、医療機関の公開サーバを、個別に見に行く場合。

ハ）は、紹介状を書面で運用し、診療データを、地域医療連携シス
テムで閲覧する場合。

地域医療連携システムの事務局を記載

地域医療連携システムの事務局または、導入メーカーに確認してく
ださい。

ここは、○を付けざるを得ないでしょう。ガイドラインに添った「運用
管理規定」を作成する必要があります。

代表的な医療機関を５つ記載

２で「イ）」を選択した場合、医師資格証をお持ちの先生方の人数を
記載

地域医療連携システムの事務局または、導入メーカーに確認してく
ださい。



最後に

日本医師会ORCA管理機構株式会社

が取り扱う電子署名ソリューション

43



ラインアップ

44

 SignedPDF Client ORCA
 18,000／1ライセンス

 後からタイムスタンプ
 100,000／1ライセンス

 SignedPDF Client ORCA Pro （仮）
 120,000／１ライセンス

 ＸＭＬ署名クライアント（電子処方せん対応予定）
 XXX,XXX／1ライセンス

 ＸＭＬ署名電子保存プログラム
 XXX,XXX／1ライセンス

 XX,XXX／年
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ご清聴ありがとうございました

46

MI_CAN

点数算定に関する内容は、平成２８年３月18日現在の情報です。

実際の算定要件については、今後の「事務連絡通知」や「ＱＡ」等をご確認
願います。


